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主な内容�

秋田県飲酒運転追放等競争に秋田県飲酒運転追放等競争に係る係る�
表彰伝達式について表彰伝達式について�

万灯火のお知らせ　万灯火のお知らせ　�

村営住宅入居者募集について村営住宅入居者募集について�
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秋田県飲酒運転追放等競争に係る�
表彰伝達式について�

万灯火のお知らせ　�

村営住宅入居者募集について�

�

No.710

寒さに打ち勝つ寒さに打ち勝つ「裸参り」「裸参り」�寒さに打ち勝つ「裸参り」�
　２月17日、毎年恒例の裸参りが行われました。�
　詳しい内容は３Ｐへ掲載しています。�
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２
月
21
日
、
上
小
阿
仁
開
発
セ
ン
タ
ー

で
秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
等
競
争
に
係
る

表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
秋
田
県

で
は
県
民
一
人
ひ
と
り
に
「
飲
酒
運
転
は

し
な
い
、
さ
せ
な
い
。
」
の
自
覚
を
促
す

た
め
に
年
単
位
で
市
町
村
ご
と
に
飲
酒
運

転
追
放
競
争
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

29
年
度
は
上
小
阿
仁
村
が
見
事
１
位
を
飾

り
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。�

　
上
小
阿
仁
村
は
平
成
27
年
度
に
も
１
位

を
獲
得
し
て
お
り
、
今
年
度
は
２
年
ぶ
り

の
１
位
に
な
り
ま
し
た
。�

　
表
彰
に
あ
た
り
、
北
秋
田
地
域
振
興
局

長
の
高
橋
靖
弘
氏
は
「
人
口
が
少
な
い
か

ら
事
故
等
が
０
に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
皆
様
の
努
力
に
よ
っ
て
０
が
成

り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
１
年
間

地
道
に
皆
様
が
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
お

か
げ
で
す
。
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
、

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
１
日
も
長
く
記

録
を
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。�

表彰状贈呈�

全員での記念撮影（交通安全協会、交通安全母の会、交通指導隊）�

上手に高く積み上げる園児たち�

　
２
月
15
日
、
か
み
こ
あ
に
保
育
園
に
東

北
森
林
管
理
局
の
職
員
と
秋
田
県
の
水
と

緑
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
森
っ
ち
」
が
来
園

し
ま
し
た
。�

　
森
林
が
、
き
れ
い
な
水
や
空
気
を
作
っ

て
く
れ
る
こ
と
や
、
み
ん
な
が
は
い
た
空

気
も
木
が
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
木
は
家
や
机
、
お
も
ち
ゃ
な
ど

に
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
園
児
た
ち
に

質
問
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
園
児
た
ち
は
木
の
香
り
の
す

る
積
木
や
お
も
ち
ゃ
を
使
い
、
歓
声
を
あ

げ
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。�

森っちが木の大切さを伝えに来ました�
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五
穀
豊
穣

五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
を
願

無
病
息
災
を
願
う

〜「
裸
参
り
」

「
裸
参
り
」〜�
五
穀
豊
穣

五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
を
願

無
病
息
災
を
願
う

〜「
裸
参
り
」

「
裸
参
り
」〜�
五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
を
願
う

〜「
裸
参
り
」〜�

神社の石段を駆け上がる参加者�

出発準備が整った参加者� 威勢よく水で体を清めます�

　
２
月
17
日
、
深
夜
、
沖
田
面
集
落
に
３

０
０
年
以
上
伝
わ
る
伝
統
行
事「
裸
参
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
は
強
風
が
吹
き
荒
れ
る
中
の
神
事

と
な
り
ま
し
た
。�

　
地
元
住
民
や
森
林
管
理
局
関
係
職
員
の

他
、
村
外
か
ら
も
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。�

　
白
装
束
や
下
帯
姿
に
着
替
え
た
参
加
者

ら
が
、
冷
水
で
心
身
を
清
め
る
た
め
「
み

そ
ぎ
」
を
行
う
と
、
集
ま
っ
た
観
客
か
ら

大
き
な
掛
け
声
が
か
け
ら
れ
、
一
斉
に
カ

メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
た
か
れ
ま
し
た
。�

　
み
そ
ぎ
を
済
ま
せ
た
参
加
者
ら
は
、
わ

ら
靴
に
履
き
替
え
、
白
い
息
を
吐
き
な
が

ら
凍
え
る
身
体
で
御
幣
を
手
に
約
１
キ
ロ

先
の
友
倉
神
社
を
目
指
し
ま
し
た
。�

　
参
道
に
は
た
い
ま
つ
が
灯
さ
れ
、
神
社

境
内
で
は
、
厄
年
を
迎
え
た
年
男
や
地
元

住
民
ら
が
太
鼓
と
拍
手
で
参
加
者
を
迎
え

入
れ
ま
し
た
。�

　
参
加
者
全
員
が
無
事
、
神
社
で
の
お
祓

い
を
済
ま
せ
、
五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
・

村
の
安
全
と
繁
栄
を
祈
願
し
ま
し
た
。�

���

　
２
月
17
日
、
午
後
７
時
か
ら
沖
田
面
集

落
内
で
、
恒
例
の
小
正
月
行
事
「
鳥
追
い
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
小
中
学
生
、
地
元
住
民
ら
お
よ
そ
30
人

が
公
民
館
に
集
合
し
「
鳥
追
い
歌
」
の
練

習
を
行
い
ま
し
た
。
出
発
前
に
小
林
寛
集

落
会
長
か
ら
「
今
日
は
み
ん
な
の
元
気
な

声
で
田
畑
の
作
物
に
悪
さ
を
す
る
害
鳥
を

追
い
払
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。�

　
雪
が
降
る
中
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
子
ど

も
達
は
元
気
に
両
手
に
握
っ
た
鳥
追
い
棒

を
鳴
ら
し
集
落
内
を
ね
り
歩
き
ま
し
た
。�

　
１
時
間
ほ
ど
で
集
落
内
を
１
周
し
、
五

穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。�

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な�

声
が
響
く
「
鳥
追
い
」�鳥追い歌を歌いながら歩く子ども達�

ご
　
へ
い�
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鈴木　雅裕　さん�
（大林）�

���

　
３
月
２
日
、
か
み
こ
あ
に
保
育
園
で
雛

祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
に
は
、

園
児
た
ち
が
各
々
作
っ
た
キ
レ
イ
な
ひ
な

人
形
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
ひ
な
祭
り
の
音

楽
に
合
せ
て
、
女
の
子
た
ち
は
踊
り
、
男

の
子
た
ち
は
歌
を
歌
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。�

����������������������

　
村
農
業
委
員
会
は
法
改
正
に
よ
り
、
平

成
29
年
７
月
20
日
に
新
体
制
に
移
行
し
ま

し
た
。�

　
新
体
制
の
移
行
に
伴
い
新
た
に
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
新
設
さ
れ
ま
し
た

が
、
定
員
６
名
に
対
し
て
１
名
が
欠
員
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
度
、
農
業
委
員
会
総
会
で
選
任
さ

れ
、
委
嘱
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。�

�����������

　
小
沢
田
若
勢
団
の
ご
協
力
に
よ
り
、
小

沢
田
地
区
の
万
灯
火
の
点
火
を
体
験
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
次
の
と
お
り
体
験
者
を
募
集
し
ま
す
。�

■
期
日�

　
３
月
21
日（
水
）　
春
分
の
日�

■
集
合
場
所�

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前
　
午
後
７
時�

■
募
集
人
数
　
先
着
６
名�

■
内
容
・
日
程�

・
午
後
７
時
　
集
合�

　
万
灯
火
の
説
明
や
諸
注
意
後
、
現
地

へ
移
動
し
ま
す
。�

・
午
後
７
時
30
分
　�

　
万
灯
火
の
点
火
、
万
灯
火
を
鑑
賞�

・
午
後
８
時
　
終
了
予
定�

■
服
装
等
　
※
寒
い
時
間
帯
で
す
。�

　
火
を
扱
い
ま
す
の
で
、
汚
れ
た
り
、
穴

が
開
い
て
よ
い
防
寒
具
を
着
用
し
、
長
靴
、

軍
手（
手
袋
）、
帽
子
な
ど
で
の
防
寒
対
策

を
し
て
く
だ
さ
い
。�

■
対
象�

　
ど
な
た
で
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
小

学
生
以
下
の
方
が
希
望
す
る
場
合
は
、
保

護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。�

■
申
込
締
切�

　
３
月
19
日（
月
）午
後
５
時�

●
問
い
合
わ
せ
先
・
申
し
込
み
先�

　
こ
あ
に
食
農
観
応
援
隊
　
田
中�

　
　
　
1
０
９
０（
１
０
６
８
）２
５
７
７�

　
産
業
課
　
　
　
　
　
1（
77
）２
２
２
３�

������

　
役
場
庁
舎
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
診

療
所
、
健
康
増
進
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

若
者
セ
ン
タ
ー
、
上
小
阿
仁
小
中
学
校
、

山
ふ
じ
温
泉
に
Wi-

Fi
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に

接
続
す
る
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
か
ら
無
料
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
へ
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
高
速
、

大
容
量
通
信
が
可
能
と
な
り
ま
す
。�

　
Wi-

Fi
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
利
用
す
る

方
法
は
次
の
２
種
類
で
す
。�

�

①
メ
ー
ル
認
証�

　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
、
機
器
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
接
続
し
ま
す
。�

　
認
証
の
有
効
期
限
は
、
最
大
６
カ
月
間

で
す
。
最
終
利
用
日
か
ら
６
カ
月
経
過
す

る
と
、
自
動
的
に
登
録
が
無
効
に
な
り
ま

す
。�

②
ゲ
ス
ト
認
証�

　
機
器
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る

こ
と
な
く
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
利

用
で
き
る
時
間
が
10
分
間
に
制
限
さ
れ
ま

す
。�

�

◆
注
意
事
項�

・
期
限
が
切
れ
た
場
合
に
は
、
再
登
録
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
に
よ
り
発
生
し

た
費
用
や
紛
争
（
有
料
サ
ー
ビ
ス
の
使

用
料
金
、
他
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
村
で
は
一
切
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
。�

・
接
続
等
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
F
R
E
E
S
P
O
T
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
総
務
課
　
企
画
班
　
1（
77
）２
２
２
１�

　
F
R
E
E
S
P
O
T
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.f
r
e
e
s
p
o
t
.c
o
m
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　「万灯火」は、古くから小阿仁川流域に伝わる行事で、　「万灯火」は、古くから小阿仁川流域に伝わる行事で、小高い丘や田んぼで灯をともし小高い丘や田んぼで灯をともし、祖先、祖先

の霊を慰めるものです。の霊を慰めるものです。�

　村内　村内1515集落で行われ、春彼岸の中日の日没を待って順番に点火さ集落で行われ、春彼岸の中日の日没を待って順番に点火されます。れます。�

　春の訪れを告げる幻想的な行事をどうぞご鑑賞ください　春の訪れを告げる幻想的な行事をどうぞご鑑賞ください。�

　「万灯火」は、古くから小阿仁川流域に伝わる行事で、小高い丘や田んぼで灯をともし、祖先

の霊を慰めるものです。�

　村内15集落で行われ、春彼岸の中日の日没を待って順番に点火されます。�

　春の訪れを告げる幻想的な行事をどうぞご鑑賞ください。�

「万灯火」点火順序及び点火時刻� 「無料観賞バス」を運行します�
地　区　名� 点火時刻（午後）�

小 田 瀬�

大　　林�

沖 田 面�

大　　海�

中五反沢�

下五反沢�

福　　舘�

杉　　花�

下 仏 社�

上 仏 社�

羽　　立�

長 信 田�

大 阿 瀬�

堂　　川�

小 沢 田�

1．�

2．�

3．�

4．�

5．�

6．�

7．�

8．�

9．�

10．�

11．�

12．�

13．�

14．�

15．�

6時1 0分�

6時1 0分�

6時1 5分�

6時2 0分�

6時3 0分�

6時3 5分�

6時4 0分�

6時4 5分�

6時5 0分�

6時5 5分�

7時0 0分�

7時0 5分�

7時1 0分�

7時1 0分�

7時3 0分�

※「点火時刻」は、万灯火全体に火が灯もる�
　目安です。�

万灯火イベントを�
　　　　開催します�

万灯火イベントを�
　　　　開催します�
万灯火イベントを�
　　　　開催します�
会 場 �

日 時 �

上小阿仁村内１５集落（イベントの会場は「道の駅かみこあに」）（イベントの会場は「道の駅かみこあに」）�

平成３０年３月２１日（水）　春分の日�

点火　午後６時１０分～�

平成３０年３月２１日（水）　春分の日�

点火　午後６時１０分～�

上小阿仁村内１５集落（イベントの会場は「道の駅かみこあに」）�場 所 �

道の駅かみこあに道の駅かみこあに�道の駅かみこあに�

内 容 �午前午前1111時�
・各種出店・各種出店（食べ物食べ物・飲物等飲物等）オープンオープン�

午後２時午後２時�
・相場勝也・相場勝也（シタール）（シタール）�

・黒坂　昇・黒坂　昇（タブラ）（タブラ）�

　　　　　　　　　インド音楽　　　　　　　　　インド音楽演奏会演奏会�

午後７時午後７時3030分�
・イベント会場の万灯火に点火・イベント会場の万灯火に点火�

・供養花火の打ち上げ供養花火の打ち上げ�

・和太鼓演奏（出演：鼓響）・和太鼓演奏（出演：鼓響）�

午前11時�
・各種出店（食べ物・飲物等）オープン�

午後２時�
・相場勝也（シタール）�

・黒坂　昇（タブラ）�

　　　　　　　　　インド音楽演奏会�

午後７時30分�
・イベント会場の万灯火に点火�

・供養花火の打ち上げ�

・和太鼓演奏（出演：鼓響）�

万灯火�万灯火�

詳しくは折り込みチラシをご覧ください。�
●問い合わせ先　産業課　1（７７）２２２３�

●問い合わせ先�

　かみこあに観光物産　1（７７）３２３８�



い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も�

生
涯
学
習�

　60－9000
　（こあに電話）�
　60－9000

��

　
平
成
29
年
度
最
後
の
か
み
こ
あ
に
大
学

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。�

�

◆
と
　
き
　
３
月
15
日（
木
）�

　
　
　
　
　
午
前
10
時
10
分
〜�

◆
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
１
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル�

�

◆
内
　
容
　
・
修
了
式�

　
　
　
　
　
・
海
外
研
修
成
果
発
表�

�

　
修
了
式
で
は
、
皆
勤
賞
等
の
表
彰
を
行

い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
是
非
ご
出
席

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

　
修
了
式
後
に
は
今
年
度
開
催
さ
れ
た
高

校
生
海
外
研
修
事
業
に
つ
い
て
、
研
修
内

容
の
紹
介
を
交
え
た
講
話
が
あ
り
ま
す
。�

　
今
年
度
最
後
の
か
み
こ
あ
に
大
学
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。�

　
今
年
度
も
１
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

来
年
度
も
元
気
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1（
60
）９
０
０
０�

6

か
み
こ
あ
に
大
学
修
了
式�

第
30
回
上
小
阿
仁
村
長
杯�

中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル�

　「
万
灯
火
大
会
」開
催�

　
３
月
21
日（
水
）春
分
の
日
、
健
康
増

進
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

「
第
30
回
上
小
阿
仁
村
長
杯
中
学
校
女

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
万
灯
火
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
上
小
阿
仁
中
学
校
を
含
む
８
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。�

　
午
前
９
時
か
ら
試
合
開
始
と
な
り
、

万
灯
火
点
火
前
の
午
後
５
時
頃
に
終
了

す
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

�

　
参
加
予
定
チ
ー
ム
及
び
組
合
せ�

�

第
一
試
合
（
午
前
９
時
〜
）�

　
Ａ
コ
ー
ト�

　
　
上
小
阿
仁 

― 

北
　
　
陽�

　
Ｂ
コ
ー
ト�

　
　
森
　
　
吉 

― 

二

ツ

井�
�

第
二
試
合
（
午
前
10
時
20
分
〜
）�

　
Ａ
コ
ー
ト�

　
　
合
　
　
川 

― 

能

代

南�

　
Ｂ
コ
ー
ト�

　
　
鷹
　
　
巣 

― 

外

旭

川�
�

第
二
試
合
終
了
後
、
開
会
式�

　
（
午
前
11
時
40
分
頃
を
予
定
）�

�

第
三
試
合
（
午
後
０
時
45
分
〜
）�

�

第
四
試
合
（
午
後
２
時
〜
）�
�

決
勝
・
三
位
決
定
戦
（
午
後
３
時
15
分
〜
）�

�

終
了
後
、
閉
会
式�

（
午
後
４
時
40
分
頃
を
予
定
）�

�

※
第
三
試
合
以
降
の
組
み
合
わ
せ
は
、
試

合
の
結
果
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1（
60
）９
０
０
０�

【
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
】�

外

旭

川�

鷹

　

巣�

能

代

南�

合

　

川�

二

ツ

井�

森

　

吉�

北

　

陽�

上
小
阿
仁�

Ａ１� Ｂ１� Ａ２�

Ａ３�

Ａ５（決勝）�

Ｂ５（３位決定戦）�

Ｂ３�

Ａ４� Ｂ４�

Ｂ２�



い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も�

生
涯
学
習�

�������������������

◇
西
郷
ど
ん
　
上
下
巻（
林
　
真
理
子
）�

◇
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
吉
野
源
三
郎
）�

◇
お
も
か
げ
　
　
　
　（
浅
田
　
次
郎
）�

◇
や
さ
し
い
ヨ
ガ
４
週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム�

（H
IK
A
R
U

）�

◇
東
北
の
名
城
を
歩
く
　
　
北
東
北
編�

◇
東
北
の
名
城
を
歩
く
　
　
南
東
北
編�

◇
コ
ー
ヒ
ー
が
冷
め
な
い
う
ち
に�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
川
口
　
俊
和
）�

◇
パ
ン
ダ
な
り
き
り
た
い
そ
う�

　
　
　
　
　
　
　（
い
り
や
ま
さ
と
し
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他�

【
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の�

　
　
　
　
活
動
を
紹
介
し
ま
す
】�

か
み
こ
あ
に

か
み
こ
あ
に
�

総
合
型
ク
ラ
ブ

総
合
型
ク
ラ
ブ
�

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定
�

か
み
こ
あ
に

か
み
こ
あ
に
�

総
合
型
ク
ラ
ブ

総
合
型
ク
ラ
ブ
�

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定
�

か
み
こ
あ
に
�

総
合
型
ク
ラ
ブ
�

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定
�

開館時間は午前９時～午後７時です。 �

としょかんだよりとしょかんだより�としょかんだよりとしょかんだより�としょかんだより�

����

　
２
月
９
日（
金
）に
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
若
者
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。�

　
30
歳
未
満
の
青
年
12
名
が
村
内
外

か
ら
集
ま
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

講
師
に
上
小
阿
仁
村
和
太
鼓
保
存
会

代
表
の
齊
藤
　
泰
氏
を
招
き
、
過
去

の
青
年
活
動
等
に
つ
い
て
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。�

　
上
小
阿
仁
村
の
現
状
や
興
味
の
あ

る
青
年
活
動
等
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
、
有
意
義
な
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。�

　
今
後
も
定
期
的
な
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
対

象
世
代
の
方
は
、
お
誘
い
合
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
1（
60
）９
０
０
０�

�����

●
卓
球
の
つ
ど
い�

毎
週
火
・
木
曜
日�

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜�

毎
週
木
曜
日�

　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜�

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

�
●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い�

毎
週
金
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
〜�

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー�

�

●
ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い�

毎
週
木
曜
日
　
午
後
１
時
〜�

　
地
域
セ
ン
タ
ー
体
育
館�

�

●
太
鼓
の
つ
ど
い�

３
月
14
日（
水
）午
後
７
時
30
分
〜�

　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�
�

　
卓
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ユ
ニ
カ
ー

ル
・
太
鼓
の
つ
ど
い
は
公
民
館
社
会

体
育
委
託
活
動
が
含
ま
れ
ま
す
。�

�

　
参
加
希
望
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
先�

　
か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局�

　
　
　
　
　
　
　
1（
77
）２
０
４
４�

【
新
し
く
入
っ
た
本
の
紹
介
】�

7

か
み
こ
あ
に
若
者
交
流
会�

を
開
催
し
ま
し
た�

＊
３
月
21
日（
水
）春
分
の
日�

　
祝
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。�

休
館
日
の
お
し
ら
せ�

��

　
毎
月
保
育
園
で
行
っ
て
い
る
読
み
聞

か
せ
の
様
子
で
す
。�

����������������

　
最
終
回
の
こ
の
日
は
、
ゆ
り
組
と
ひ

ま
わ
り
組
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
ゆ

う
ぎ
室
で
行
い
ま
し
た
。�

　
大
人
気
の
大
型
絵
本
『
だ
る
ま
さ
ん

の
』
を
出
す
と
歓
声
が
上
が
り
、
み
ん

な
で
声
を
そ
ろ
え
て
読
む
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。�

　
今
年
度
の
保
育
園
で
の
読
み
聞
か
せ

は
、
９
回
行
い
ま
し
た
。�

　
毎
回
、
子
ど
も
達
は
楽
し
ん
で
く
れ

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
達
も
楽
し
く

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

ゆり組・ひまわり組�

ボランティアは�
清水博司さんでした�



1（
77
）３
０
０
８�

こ
あ
に
電
話（
66
）３
０
０
８�

（
66
）３
０
０
９�

高
齢
者
の
み
な
さ
ん�

�

　
今
年
度
の
、
左
記
の
方
を
対
象
と
し
た

「
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
」
の
予
防
接

種
が
ま
も
な
く
終
了
と
な
り
ま
す
。
対
象

と
な
る
年
度
に
お
い
て
の
み
、
接
種
の
公

費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。�

�

◆
対
象
者
　
左
記
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

�����������������

◆
接
種
会
場
　
県
内
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機

関
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。�

◆
助
成
額
　
１
回
に
つ
き
３
０
０
０
円�

　
　
接
種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な

り
、
接
種
費
用
か
ら
助
成
額
を
引
い
た

分
を
医
療
機
関
で
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。�

���

　
国
で
は
、
毎
年
３
月
を
自
殺
対
策
強
化

月
間
と
位
置
づ
け
、
悩
ん
で
い
る
人
が
支

え
ら
れ
、
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
目
指
し
、
相
談
事
業
等
を
積
極
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。�

�

◆
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン�

　
　
　
　
1
０
１
２
０（
２
７
９
）３
３
８�

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３（
３
８
６
８
）３
８
１
１�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
24
時
間
対
応
）�

�

◆
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル�

　
　
　
　
1
０
５
７
０（
０
６
４
）５
５
６�

　
　
　
　
　
　（
平
日
12
時
〜
16
時
対
応
）�

　�◆
メ
ー
ル
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
相
談�

　｢

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｣

に
お
い

て
、
い
の
ち
の
電
話
（
メ
ー
ル
に
よ
る
相

談
）
、
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
（
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
の
た
め
の
相
談
）
、
支
援
情
報

検
索
サ
イ
ト
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。�

�

　
心
身
の
健
康
づ
く
り
・
自
殺
予
防
は
、

身
近
な
人
と
話
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。「
い
つ
も
と
違
う
な
。」、「
心
配
だ

な
。」、
と
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
村
保
健
師
も

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。�

��

お
子
さ
ん�

�【
受
け
忘
れ
て
い
る
予
防
接
種
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
】�

　
特
に
４
月
か
ら
入
園
・
入
学
及
び
進
学

す
る
お
子
さ
ん
、
ま
た
は
社
会
人
と
な
る

方
の
ご
家
族
の
皆
様
は
、
母
子
健
康
手
帳

を
確
認
し
、
必
要
な
予
防
接
種
を
す
ま
せ

ま
し
ょ
う
。�

�
※
予
防
接
種
を
受
け
る
際
は
、
必
ず
医
療

機
関
に
連
絡
・
確
認
し
て
か
ら
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。�

�【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成

の
お
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？
】�

　
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
で
、
北
秋
田

地
区
の
医
療
機
関
・
千
葉
内
科
医
院
以
外

の
医
療
機
関
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
受
け
た
方
は
、
役
場
窓
口
に
て
助

成
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

◆
助
成
額
　
１
回
に
つ
き
２
０
０
０
円�

◆
締
切
日
　
３
月
30
日（
金
）ま
で�

◆
受
　
付
　
住
民
福
祉
課
　
健
康
推
進
班�

◆
必
要
な
も
の
　
接
種
日
の
記
載
さ
れ
た

領
収
書
、
保
護
者
の
振
込
先
口
座
情
報

の
わ
か
る
も
の
、
印
鑑�

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ�

平成29年度の費用助成の対象者�

※接種期間は、平成30年3月31日までです。�

※過去に接種したことがある方は対象外です。�

65歳の方�

70歳の方�

75歳の方�

80歳の方�

85歳の方�

90歳の方�

95歳の方�

100歳の方�

昭和27年4月2日生～昭和28年4月1日生の方�

昭和22年4月2日生～昭和23年4月1日生の方�

昭和17年4月2日生～昭和18年4月1日生の方�

昭和12年4月2日生～昭和13年4月1日生の方�

昭和７年4月2日生～昭和８年4月1日生の方�

昭和２年4月2日生～昭和３年4月1日生の方�

大正11年4月2日生～大正12年4月1日生の方�

大正６年4月2日生～大正７年4月1日生の方�

�

毎
年
３
月
は�

　「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」で
す�

����

　
村
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
等
の
方
々
・

ご
家
族
の
い
の
ち
と
生
活
を
守
る
た
め
、

標
記
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。�

�

◆
内
容�

　
行
方
不
明
の
お
そ
れ
の
あ
る
認
知
症
高

齢
者
等
の
方
に
本
人
情
報
を
事
前
に
登
録

し
て
い
た
だ
き
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
場

合
、
警
察
や
地
域
の
協
力
員
・
協
力
機
関

が
連
携
し
て
、
早
期
に
発
見
・
保
護
し
、

い
の
ち
と
生
活
を
守
り
、
支
援
し
て
い
く

仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。�

　�◆
登
録
方
法�

　
「
登
録
届
出
書
」
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
折
り
込

み
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
お
手
元

に
チ
ラ
シ
が
な
い
方
は
、
役
場
住
民
福
祉

課
窓
口
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。�

「
上
小
阿
仁
村
認
知
症
高
齢
者
等�

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」�

　
　
協
力
員
・
協
力
機
関
募
集
中�

8



37

〜
佐
藤
編
〜
�

　
例
年
よ
り
も
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
２

月
も
過
ぎ
、
春
３
月
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
年
度
末
で
あ
り
卒
業
シ
ー
ズ
ン
で

も
あ
り
ま
す
。
高
校
入
試
の
発
表
を
控

え
、
ド
キ
ド
キ
な
さ
っ
て
い
た
り
、
学

業
を
終
え
、
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト

す
る
前
の
緊
張
感
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ
、

お
過
ご
し
に
な
っ
て
い
る
ご
家
庭
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。�

　
前
回
「
水
道
凍
結
」
の
話
題
を
取
り

上
げ
ま
し
た
が
、
２
月
は
例
年
以
上
に

氷
点
下
10
度
以
下
に
な
る
日
が
多
く
、

元
栓
締
め
て
の
凍
結
に
難
儀
致
し
ま
し

た
。
凍
結
を
し
た
あ
と
で
、
丸
１
日
、

解
凍
の
た
め
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
ひ
ど
い
と
き
は
２
日
を

要
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
も
っ
た

い
な
い
と
は
い
え
、
１
日
以
上
か
か
る

の
な
ら
、
凍
結
の
原
因
に
な
る
場
所
は

把
握
し
て
い
た
の
で
、
そ
こ
を
一
晩
温

め
た
ら
い
い
の
で
は
？
と
考
え
、
実
行

し
た
と
こ
ろ
、
凍
結
回
避
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
水
道
を
チ
ョ
ロ
チ
ョ

ロ
と
出
し
て
お
く
方
法
も
あ
る
の
で
し

ょ
う
が
、
強
い
冷
気
の
た
め
、
凍
り
詰

ま
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
凍
結
が
予

想
さ
れ
る
場
合
は
、
ス
ト
ー
ブ
を
使
用

す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
凍
結
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
台
所
、
風
呂
、
洗

濯
す
べ
て
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
八
木
沢
公
民
館
で
は
ト

イ
レ
は
凍
結
回
避
の
た
め
の
電
熱
線
が

巻
か
れ
て
い
る
た
め
、
問
題
な
い
の
で
、

そ
こ
の
手
洗
い
場
か
ら
水
を
や
か
ん
に

入
れ
、
対
応
し
た
り
し
ま
し
た
。
「
大

き
い
ヤ
カ
ン
に
前
も
っ
て
水
を
入
れ
て

お
け
ば
い
い
」
と
集
落
の
母
さ
ん
方
か

ら
教
わ
り
ま
し
た
が
、
凍
結
回
数
が
多

く
、
入
れ
る
間
も
な
く
、
と
い
う
こ
と

が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
後
半
は
ス

ト
ー
ブ
対
策
万
全
に
し
た
の
で
、
回
避

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
凍
結

シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
り
に
な
っ
て
か
ら
で

し
た
。
そ
ん
な
も
ん
で
し
ょ
う
ね
。
春

は
、
や
っ
て
き
ま
す
が
雪
は
簡
単
に
は

解
け
て
く
れ
ま
せ
ん
。
雪
解
け
は
、
人

生
同
様
、
「
日
差
し
と
雨
と
陽
気
」
に

お
任
せ
致
し
ま
す
。
で
は
ま
た
、
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。�

���

　
平
成
30
年
３
月
５
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で

基
礎
年
金
番
号
で
行
っ
て
い
た
年
金
の
各

種
届
出
・
申
請
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の

対
応
に
加
え
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る

対
応
も
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

�

●
相
談
・
照
会
に
つ
い
て�

�

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
て
年
金
に
関

す
る
相
談
や
年
金
記
録
に
関
す
る
照
会
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
金
事
務
所
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
本
人
確
認

書
類
の
原
本
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。
電
話

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
相
談
・
照
会
を

行
う
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

通
知
カ
ー
ド
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載

さ
れ
て
い
る
書
類
を
お
手
元
に
ご
用
意
の

う
え
お
か
け
く
だ
さ
い
。�

�

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
入
し
て
い
た
だ
く

届
出
に
つ
い
て�

�
　
平
成
29
年
１
月
以
降
順
次
、
年
金
関
係

の
届
書
に
ご
本
人
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

記
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
平

成
30
年
３
月
５
日
か
ら
は
こ
れ
ま
で
基
礎

年
金
番
号
を
記
載
し
て
い
た
だ
い
た
届
書

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。�

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
必
要
だ
っ
た
書
類
の
提
出

が
不
要
に
な
る
な
ど
利
便
性
が
向
上
し
ま

す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
記
入
し
て
日
本
年
金
機
構
に

届
書
を
提
出
す
る
際
は
免
許
証
等
の
本
人

確
認
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。�

����

　
第
１
号
被
保
険
者
の
資
格
取
得
手
続
き

は
、
初
め
て
年
金
に
加
入
す
る
と
き
だ
け

で
な
く
、
退
職
や
転
職
に
よ
り
第
２
号
被

保
険
者
や
第
３
号
被
保
険
者
の
人
が
第
１

号
被
保
険
者
に
切
り
替
わ
っ
た
時
に
も
忘

れ
ず
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
第
１
号
被
保
険
者
に
変
わ
る
方
は
、
退

職
年
月
日
が
わ
か
る
書
類
を
持
参
の
う
え

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。�

��������

●
問
い
合
わ
せ�

　
鷹
巣
年
金
事
務
所
　
1（
62
）１
４
９
０�

　
住
民
福
祉
課
住
民
福
祉
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1（
77
）２
２
２
２�

9
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���

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
主
に
中
小
企
業
の
従

業
員
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ま
が
加
入
す

る
健
康
保
険
で
す
。�

　
秋
田
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、
平
成

30
年
４
月
納
付
分
か
ら
10
・
13
％
（
現
行

10
・
16
％
）
へ
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
に
対

す
る
介
護
保
険
料
率
は
全
国
一
律
１
・
57

％
（
現
行
１
・
65
％
）
へ
と
引
き
下
げ
と

な
り
ま
す
。�

　
皆
さ
ま
の
医
療
費
に
基
づ
い
て
算
出
さ

れ
る
保
険
料
率
は
、
皆
さ
ま
の
健
康
へ
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
下
が
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
病
気
の
予
防
や
健
康
保
持
に
年

１
回
の
検
診
を
必
ず
お
受
け
く
だ
さ
い
。�

�

●
問
い
合
わ
せ�

　
全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）�

　
秋
田
支
部�

　
　
　
　
1
０
１
８（
８
８
３
）１
８
４
１�

���

　
北
秋
田
市
消
防
本
部
で
は
、
災
害
の
発

生
状
況
を
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。�

　
お
知
ら
せ
す
る
内
容
は
、
消
防
車
両
が

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
出
動
し
た
場
所
（
字

名
ま
で
）
と
災
害
種
別
（
火
災
・
救
助
等
）

に
な
り
ま
す
。�

��

災
害
情
報
専
用
番
号�

（
利
用
に
は
通
常
の
料
金
が
発
生
し
ま
す
）�

�

1
０
１
８
６（
６
２
）９
９
７
９�

��

※
１
１
９
番
は
緊
急
専
用
の
た
め
の
番
号

で
す
。
消
防
車
両
の
出
動
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
に
は
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。�

10186（62）9979

���

　
秋
田
県
点
字
図
書
館
で
は
、
視
覚
に
障

害
の
あ
る
方
へ
の
情
報
提
供
を
目
的
に
、

点
字
図
書
・
録
音
図
書
の
制
作
、
郵
送
に

よ
る
貸
出
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
て
お
り
ま
す
。�

　
当
館
で
は
現
在
約
２
０
０
名
の
点
訳
・

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
図
書
制
作
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
30
年
度
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
育
て
る
目
的
で
『
点
訳
・
音
訳
奉
仕

員
養
成
講
座
』
を
引
き
続
き
開
講
い
た
し

ま
す
。
視
覚
障
碍
者
の
読
書
環
境
に
ご
理

解
い
た
だ
き
、
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

�

■
講
座
名
　
点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座�

�

■
日
時
　�

①
事
前
説
明
会�

　
平
成
30
年
５
月
８
日（
火
）�

　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分�

②
点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座�

　
平
成
30
年
６
月
６
日
〜�

　
平
成
31
年
３
月
６
日
ま
で（
全
30
回
）�

　
午
前
10
時
〜
正
午�

　
点
訳
…
毎
週
水
曜
日
（
予
定
）�

　
音
訳
…
毎
週
木
曜
日
（
予
定
）�

�■
受
講
料
　
無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代

は
実
費
と
な
り
ま
す
）�

■
定
員
　
点
訳
・
音
訳
各
10
名
程
度�

�

※
事
前
説
明
会
終
了
後
、
養
成
講
座
の
申

し
込
み
を
受
付
し
ま
す
。
（
課
題
等
の

提
出
が
あ
り
ま
す
）�

�

■
会
場
　
秋
田
県
点
字
図
書
館�

�

■
申
込
受
付�

　
平
成
30
年
４
月
２
日（
月
）か
ら�

�

■
そ
の
他�

　
受
講
に
あ
た
っ
て
は
特
別
な
資
格
は
必

要
と
し
ま
せ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
行
い
ま
す
の
で
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
可
能
で
パ
ソ
コ

ン
を
所
有
し
て
い
る
か
購
入
予
定
の
あ
る

方
が
望
ま
し
い
で
す
。�

　
ま
た
、
実
際
の
図
書
制
作
で
は
、
点
訳
・

音
訳
そ
れ
ぞ
れ
の
機
材
等
の
準
備
が
別
途

必
要
と
な
り
ま
す
、
詳
し
く
は
点
字
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

h
ttp
;//w

w
w
.fu
k
in
o
to
.o
r.jp
/te
n
ji�

�

●
問
い
合
わ
せ�

秋
田
県
点
字
図
書
館�

〒
０
１
１
‐
０
９
４
３�

秋
田
市
土
崎
港
南
３
丁
目
２
‐
５
８�

　
　
　
1
０
１
８（
８
４
５
）０
０
３
１�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８（
８
４
５
）７
７
７
２�

　
Ｅ
メ
ー
ル
　te

n
ji@
fu
k
in
o
to
.o
r.jp
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���

　
秋
田
県
司
法
書
士
会
で
は
、
暮
ら
し
の

中
の
法
律
家
で
あ
る
司
法
書
士
の
団
体
で

あ
り
、
住
民
の
皆
様
の
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
起
き
る
法
的
問
題
の
解
決
の
た
め
に

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
度
は
、
女
性
向
け
の
相
談
会
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。�

�

■
日
時
　
平
成
30
年
３
月
17
日（
土
）�

　
10
時
30
分
〜
16
時�

　
（
受
付
10
時
20
分
〜
15
時
30
分
）�

�

■
場
所�

　
秋
田
県
司
法
書
士
会
館
３
階�

　
秋
田
市
山
王
６
丁
目
３
‐
４�

�

※
女
性
の
た
め
の
相
談
と
な
り
ま
す
の
で

男
性
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。�

�

■
相
談
は
面
談
の
み
と
な
り
ま
す
。�

�

■
予
約
　
不
要
（
会
場
へ
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
）�

�

●
問
い
合
わ
せ�

　
秋
田
県
司
法
書
士
会�

1
０
１
８（
８
２
４
）０
１
８
７�

���

■
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
と
は
？�

　
幼
少
時
の
集
団
予
防
接
種
に
よ
り
Ｂ
型

肝
炎
に
感
染
し
た
と
認
め
ら
れ
る
患
者
に

対
し
て
病
態
に
応
じ
て
50
万
円
〜
３
６
０

０
万
円
の
給
付
金
等
が
支
払
わ
れ
る
制
度

で
す
。�

　
た
だ
し
、
給
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、

国
を
相
手
に
訴
訟
を
し
て
証
拠
に
基
づ
き

救
済
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
し
た

う
え
で
国
と
和
解
等
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。�

�

■
日
時�

　
平
成
30
年
３
月
19
日（
月
）�

　
午
前
10
時
〜
午
後
７
時�

■
内
容
　
Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護

団
が
、
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
、
弁

護
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談
を
行
い
ま

す
（
通
話
料
は
か
か
り
ま
す
）。�

■
対
象
　
Ｂ
型
肝
炎
患
者
ま
た
は
、
そ
の

ご
家
族
（
患
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
相
続
人
）�

■
電
話
相
談
番
号�

　
1
０
２
２（
７
２
１
）８
０
６
３�

※
予
約
不
要
で
す
。
電
話
相
談
会
日
時

に
直
接
電
話
を
く
だ
さ
い
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
　
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
東
北
弁

護
団
事
務
局
（
小
野
寺
友
宏
法
律
事
務

所
）
　
1
０
１
２
０（
７
６
）０
１
５
２�

���

　
東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務
所
で
は
、

自
ら
の
収
入
で
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の

借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か
ら
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。�

　
相
談
者
が
抱
え
る
借
金
の
状
況
を
お
聞

き
す
る
と
と
も
に
、
内
容
に
応
じ
弁
護
士
・

司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を
行

い
ま
す
。�

�

■
受
付
時
間
　
月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）�

　
８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分�

�

■
相
談
料
　
無
料�

�

●
相
談
窓
口
及
び
問
い
合
わ
せ�

　
財
務
省
　
東
北
財
務
局
　
秋
田
財
務
事

務
所
　
理
財
課�

　
　
　
　
1
０
１
８（
８
６
２
）４
１
９
６�

���

　
タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ
リ
コ
ー
ル
未
改

修
車
は
平
成
30
年
５
月
か
ら
車
検
が
通
ら

な
く
な
り
ま
す
。
早
急
に
リ
コ
ー
ル
作
業

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。�

�

■
検
査
シ
ス
テ
ム
で
措
置
対
象
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
未
改
修

の
場
合
は
早
急
に
販
売

店
で
リ
コ
ー
ル
改
修
を

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

■
Ｐ
Ｃ
の
方�

　
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
。�

h
ttp
s://w

w
w
.ja
sp
a
.o
r.jp
/p
o
rta
ls/�

reca
llsea

rch
/in
d
ex
.h
tm
l�

�■
ス
マ
ホ
の
方�

　「
リ
コ
ー
ル
情
報
検
索
ア
プ
リ
」で
検

索
、
ま
た
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
へ
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。�

h
ttp
://ja
sp
a
/o
r/jp
/u
se
r/m
y
ca
r/�

a
p
p
lica
tio
n
/re
ca
llse
a
rch
.h
tm
l�

�●
問
い
合
わ
せ
　�

国
土
交
通
省
タ
カ
タ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル�

　
　
　
1
０
３（
５
５
３
９
）０
４
５
２�

エ
ア
バ
ッ
グ
リ
コ
ー
ル
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

h
h
tp
:/
/
w
w
w
.m
lit.g
o
.jp
/
jid
o
sh
a
/
�

c
a
rin
f/
rc
l/
re
c
a
llin
fo
_
0
0
0
.h
tm
l
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上
小
阿
仁
村�

集
住
型
宿
泊�

交
流
拠
点
施
設�

新
築
ア
パ
ー
ト
２
階
６
部
屋
の
入
居
者�

レ
ン
タ
ル
ル
ー
ム
２
部
屋
の
使
用
者�

募
集
中�

【
ア
パ
ー
ト
】�

・
２
階
６
部
屋�

　
１
Ｋ
（
約
32
・
３
㎡
）×
６
部
屋�

・
木
造
新
築
、
全
室
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
エ

ア
コ
ン
、
Ｉ
Ｈ
キ
ッ
チ
ン
、
ガ
ス
給

湯
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
ト
イ
レ
、
駐

車
場
有
り�

・
家
賃
　
月
額
　
３
万
円
／
室�

・
敷
金
　
９
万
円（
家
賃
の
３
カ
月
分
）�

・
光
熱
水
費
　
入
居
者
負
担�

・
申
込
方
法
　
入
居
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
必
要
書
類
を
添
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
　�

　
建
設
課
建
設
班
　
1（
77
）２
２
２
４�

■
共
通
事
項�

　
　
今
回
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
加
入
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極

的
に
協
力
す
る
方
を
優
先
し
、
入
居
対
象
と
し
ま
す
。�

【
レ
ン
タ
ル
ル
ー
ム
】�

・
１
階
２
部
屋
　
事
務
室（
26
・
49
㎡
）�

・
木
造
新
築
、
全
室
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
エ

ア
コ
ン
、
Ｉ
Ｈ
キ
ッ
チ
ン
、
電
気
給

湯
、
ト
イ
レ
、
駐
車
場
有
り
、�

※
交
流
拠
点
施
設
と
併
設
し
て
い
る
た

め
、
ホ
ー
ル
、
会
議
室
等
利
用
し
や

す
い
環
境
で
す
。�

・
家
賃
　
月
額
　
３
万
円
／
室�

・
光
熱
水
費
　
使
用
者
負
担�

・
申
込
方
法
　
施
設
使
用
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
必
要
書
類
を

添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
法
人
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し

込
み
が
可
能
で
す
。
使
用
期
間
は
お

お
む
ね
年
単
位
で
使
用
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
事
業
計
画
書
、
企
業
に
つ

い
て
は
企
業
概
要
書
、
定
款
、
法
人

登
記
簿
謄
本
、
納
税
証
明
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
、
グ
ル
ー
プ

に
つ
い
て
は
住
民
票
の
写
し
、
納
税

証
明
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
書
類
に
よ
る
審
査
と
プ
レ
ゼ
ン
に
よ

る
選
考
会
を
実
施
し
て
決
定
し
ま
す
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
　�

　
総
務
課
企
画
班
　
1（
77
）２
２
２
１�

■
所
在
地
　
上
小
阿
仁
村
小
沢
田
字
向
川
原
72
番
地
２�

〈アパート〉�〈レンタルルーム〉�

��
■
公
営
住
宅�

・
野
中
団
地�

　
沖
田
面
字
野
中
２
０
１
番
地�

　
木
造
平
屋
３
Ｋ
（
Ｓ
62
建
築
）
　
２
戸�

　（
家
賃
１
万
７
０
０
円
〜
１
万
６
０
０
０
円
）�

　
沖
田
面
字
野
中
２
０
１
番
地
１�

　
木
造
平
屋
３
Ｄ
Ｋ
（
Ｓ
57
建
築
）
１
戸�

　（
家
賃
９
２
０
０
円
〜
１
万
３
７
０
０
円
）�

・
古
川
布
団
地�

　
小
沢
田
字
様
ノ
下
１
１
７
番
地�

　
木
造
平
屋
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
２
建
築
）１
戸�

　（
家
賃
１
万
１
９
０
０
円
〜
１
万
７
７
０
０
円
）�

　
小
沢
田
字
古
川
布
４
２
番
地�

　
木
造
高
床
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
６
建
築
）１
戸�

　（
家
賃
１
万
５
８
０
０
円
〜
２
万
３
６
０
０
円
）�

・
小
沢
田
団
地�

　
小
沢
田
字
様
ノ
下
２
６
４
番
地�

　
木
造
平
屋
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
15
建
築
）２
戸�

　（
家
賃
２
万
６
０
０
円
〜
３
万
７
０
０
円
）�

　
木
造
平
屋
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
13
建
築
）１
戸�

　（
家
賃
２
万
３
０
０
円
〜
３
万
２
０
０
円
）�

　
木
造
平
屋
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
12
建
築
）１
戸�

　（
家
賃
１
万
９
８
０
０
円
〜
２
万
９
５
０
０
円
）�

�

■
単
独
住
宅�

・
水
無
団
地�

　
沖
田
面
字
水
無
３
１
番
地�

　
木
造
平
屋
２
Ｄ
Ｋ（
Ｈ
12
建
築
）　
１
戸�

　（
家
賃
６
０
０
０
円
〜
１
万
２
０
０
０
円
）�

　
※
高
齢
者
等
に
限
る�

�

■
入
居
資
格�

・
収
入
基
準
（
世
帯
月
額
所
得
）
を
満
た

す
こ
と�

　
15
万
８
０
０
０
円
以
下�

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と�

・
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と�

�

■
家
賃
　
世
帯
人
員
数
、
所
得
等
に
応
じ

て
決
定
し
ま
す�

�

■
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分�

�
■
募
集
期
間
　
３
月
12
日（
月
）〜
23
日（
金
）�

　
※
土
日
祝
祭
日
除
く�

�

■
申
込
方
法�

　
入
居
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

必
要
書
類
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
必
要
書
類
（
入
居
す
る
方
全
員
分
）�

・
住
民
票
・
所
得
証
明
書�

・
納
税
証
明
書�

�

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
審
査
に
て
決
定

し
ま
す
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先�

　
建
設
課
　
建
設
班
　
1（
77
）２
２
２
４�

８
・
１
９
ｍ�

７
・
２
８
ｍ�

3.64m 3.94m

８畳�
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村
で
は
村
の
魅
力
発
信
と
交
流
人
口
の

増
加
を
目
指
し
、
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。�

　
応
募
資
格
を
満
た
し
て
い
れ
ば
村
出
身

者
の
Ｕ
タ
ー
ン
で
も
応
募
可
能
で
す
。�

�

■
応
募
資
格�

・
生
活
の
拠
点
を
３
大
都
市
圏
内
の
都
市

地
域
若
し
く
は
一
部
条
件
不
利
地
域
又

は
政
令
指
定
都
市
か
ら
移
転
し
、
上
小

阿
仁
村
に
住
民
票
を
異
動
す
る
方
で
あ

る
こ
と
。（
一
部
条
件
不
利
地
域
と
は
、

東
北
で
は
青
森
市
、
盛
岡
市
、
仙
台
市
、

秋
田
市
、
山
形
市
な
ど
）�

・
心
身
と
も
に
健
康
な
状
態
で
誠
実
に
職

務
を
で
き
る
方�

・
普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
て
い
る
方�

・
山
村
地
域
の
振
興
に
熱
意
を
持
つ
20
歳

以
上
の
方（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）�

�

■
募
集
職
種
（
希
望
す
る
業
務
を
①
〜
③

で
お
選
び
く
だ
さ
い
）�

①
林
業
関
係
業
務�

（
林
業
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と
。
長

期
構
想
に
基
づ
く
林
業
経
営
を
学
び
、

実
際
に
山
に
入
っ
て
の
作
業
体
験
）�

②
集
落
支
援�

（
八
木
沢
集
落
、
中
茂
集
落
、
不
動
羅

集
落
で
移
動
サ
ポ
ー
ト
、
買
い
物
支
援

な
ど
の
住
民
の
日
々
の
生
活
の
サ
ポ
ー

ト
）�

③
村
の
魅
力
を
情
報
発
信�

（
村
に
慣
れ
て
も
ら
い
、
新
し
く
発
見

し
た
こ
と
や
、
外
か
ら
の
視
点
で
気
付

い
た
村
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
、

外
部
に
発
信
）�

※
共
通
事
項（
随
時
）　
交
流
や
体
験
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
提
案
、
か
み
こ
あ
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
）
で

の
協
力
等�

�

■
報
酬
　
月
額
　
18
万
円�

�
■
待
遇
及
び
福
利
厚
生�

①
住
居
活
動
中
の
住
居�

村
が
借
り
上
げ
、
費
用
を
負
担
し
ま
す
。�

②
水
道
光
熱
費
は
、
本
人
負
担
と
な
り
ま

す
。�

③
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保
険
に

加
入
し
ま
す�

④
年
次
有
給
休
暇
は
１
年
に
つ
き
10
日
で

す
。�

�

■
受
付
期
間�

　
平
成
30
年
３
月
15
日（
木
）ま
で�

※
上
小
阿
仁
村
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。�

�

■
提
出
書
類�

　
上
小
阿
仁
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
申
込
書�

※
応
募
用
紙
等
に
つ
い
て
は
、
上
小
阿
仁

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま

す
。�

���

■
受
験
資
格�

①
昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
者�

②
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
者�

（1）
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
31
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者�

（2）
人
事
院
が
（1）
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者�

�

■
採
用
予
定
者
数�

労
働
基
準
監
督
Ａ（
法
文
系
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
２
１
０
名�

労
働
基
準
監
督
Ｂ（
理
工
系
）　
約
70
名�

※
採
用
予
定
数
は
２
月
１
日
現
在
の
見

込
み
で
す
。
最
新
の
情
報
に
つ
い
て

は
３
月
下
旬
に
別
途
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。�

�■
第
一
次
試
験�

・
日
時�

　
平
成
30
年
６
月
10
日（
日
）�

　
９
時
35
分（
開
始
）〜
18
時
５
分（
終
了
）�

・
場
所�

　
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
３
号
館�

　
秋
田
市
手
形
学
園
町
１
‐
１（
予
定
）�

�

■
申
込
み
方
法�

　
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行

っ
て
く
だ
さ
い
。�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス�

h
ttp
:/
/
w
w
w
.jin
ji-s
h
ik
e
n
.g
o
.jp
/
�

ju
k
e
n
.h
tm
l�

�

■
申
込
受
付
期
間�

　
平
成
30
年
３
月
30
日（
金
）９
時
〜�

　
　
　
　
　
４
月
11
日（
水
）　
受
信
有
効�

�

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な
い

環
境
に
あ
る
場
合
は
、
秋
田
労
働
局
総

務
部
総
務
課
、
秋
田
県
内
各
労
働
基
準

監
督
署
及
び
各
公
共
職
業
安
定
所
で
受

験
申
込
書
の
交
付
を
受
け
、
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
　
郵
送
ま
た
は
持
参
の
受
付
期
間
が
、

平
成
30
年
３
月
30
日（
金
）〜
４
月
２
日

（
月
）で
す
。
４
月
２
日（
月
）ま
で
の
消

印
有
効
。�

　
　
郵
送
ま
た
は
、
持
参
さ
れ
る
場
合
は

受
付
期
間
が
短
い
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。�

�

●
問
い
合
わ
せ�

　
秋
田
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係�

　
　
　
　
1
０
１
８（
８
６
２
）６
６
８
１�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
４
２
３�
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結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
者
の

利
便
性
向
上
の
た
め
次
の
と
お
り
出
張
セ

ン
タ
ー
（
役
場
庁
舎
内
又
は
開
発
セ
ン

タ
ー
内
に
開
設
）
を
開
設
し
ま
す
。�

�

■
開
設
日
（
予
定
）�

　
５
月
19
日（
土
）�

�

■
開
設
時
間�

　
午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で�

�
■
対
応
内
容�

　
①
会
員
登
録
（
入
会
）�

　
②
お
相
手
検
索�

　
③
結
婚
に
関
す
る
相
談�

�

■
利
用
方
法�

　
完
全
予
約
制
で
す
。
利
用
を
希
望
す
る

本
人
が
開
設
日
の
２
日
前
ま
で
に
中
央
セ

ン
タ
ー
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

●
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先�

　
秋
田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
1
０
１
８
６（
８
７
４
）９
４
７
１�

�

　
村
で
は
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

に
入
会
す
る
際
の
登
録
料
１
万
円
を
全

額
補
助
し
て
い
ま
す
。�

�

●
問
い
合
わ
せ�

　
総
務
課
企
画
班
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77
）２
２
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１�

��

　
役
場
で
発
行
し
て
い
る
住
民
票
等
の
証

明
書
に
つ
い
て
、
平
日
に
電
話
で
証
明
書

の
発
行
を
申
し
込
ん
で
い
た
だ
く
と
、
土

曜
日
・
日
曜
日
に
お
渡
し
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。�

�

　
発
行
で
き
る
書
類
は
、�

・
住
民
票
　
　
・
印
鑑
証
明�

・
資
産
証
明
　
・
評
価
証
明�

・
所
得
証
明
　
・
納
税
証
明�

・
課
税
非
課
税
証
明�

で
す
。�

　
詳
し
く
は
、
電
話
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。�

　
こ
れ
ら
の
証
明
書
の
受
け
取
り
は
、
本

人
に
限
り
ま
す
。
受
領
の
際
に
、
運
転
免

許
証
等
の
写
真
付
の
証
明
書
に
よ
り
本
人

確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
印
鑑
証
明
書
の
発
行
に
は
、
印
鑑
登
録

証
の
カ
ー
ド
も
必
要
で
す
。�

�

・
ゴ
ミ
処
理
利
用
券�

　
長
下
処
分
場
、
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
の
ゴ
ミ
処
理
利
用
券
は
、
予
約

が
な
く
て
も
発
行
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本

人
で
な
く
て
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。�

�

●
問
い
合
わ
せ�

　
住
民
福
祉
課
　
　
　
1（
77
）２
２
２
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���

　
村
で
は
、
日
常
的
及
び
定
期
的
に
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
、
通
勤
通
学
等
を
す

る
村
民
に
対
し
、
そ
の
各
種
定
期
券
を
購

入
し
た
費
用
の
半
額
を
補
助
い
た
し
ま
す
。�

�

■
補
助
対
象
者�

　
上
小
阿
仁
村
に
住
所
の
あ
る
方
で
、
県

内
公
共
交
通
機
関
か
ら
定
期
券
を
購
入
し

て
い
る
方�

■
補
助
金
額�

　
定
期
券
購
入
金
額
の
２
分
の
１
の
額�

■
申
請
方
法�

　
所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、
次
の
添
付
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。�

①
定
期
券
の
写
し
（
必
須
）�

②
領
収
書�

※
定
期
券
に
購
入
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い

る
場
合
は
省
略
可
能
。�

③
通
帳
の
写
し
（
振
込
先
確
認
の
た
め
）�

■
申
請
期
限�

　
定
期
券
の
購
入
日
か
ら
有
効
期
限
満
了

後
40
日
以
内
。�

　
た
だ
し
、
年
度
末
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

３
月
末
日
ま
で
。�

�

●
問
い
合
わ
せ�

　
総
務
課
　
企
画
班
　
1（
77
）２
２
２
１�

���

　
人
事
院
で
は
次
の
と
お
り
国
家
公
務
員

採
用
試
験
を
実
施
い
た
し
ま
す
。�

【
総
合
職
試
験�

　
　（
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）】�

■
受
付
期
間�

　
３
月
30
日（
金
）９
時
〜�

　
　
　
　
　
４
月
９
日（
月
）　
受
信
有
効�

■
第
一
次
試
験
日
　
４
月
29
日（
日
）�

【
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）】�

■
受
付
期
間�

　
４
月
６
日（
金
）９
時
〜�

　
　
　
　
　
４
月
18
日（
水
）　
受
信
有
効�

■
第
一
次
試
験
日
　
６
月
17
日（
日
）�

【
一
般
職
試
験（
高
卒
者
程
度
）】�

■
受
付
期
間�

　
６
月
18
日（
金
）９
時
〜�

　
　
　
　
　
６
月
27
日（
水
）　
受
信
有
効�

■
第
一
次
試
験
日
　
９
月
２
日（
日
）�

※
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
に
な

り
ま
す
。�

■
申
込
み
方
法
や
受
験
資
格
等
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。�

●
問
い
合
わ
せ�

　
人
事
院
東
北
事
務
局
　第
二
課
　試
験
係�

　
　
　
　
1
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２�

　
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�
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